
南砺市の地域包括医療ケアによる

５つのまちづくり規範

平成２８年４月９日
南砺市長 田中幹夫

医療介護福祉政策研究フォーラム



１．南砺市の紹介

本市は、富山県の南西端に位置し、面積は668.86平方キロメートル（東西約26
キロメートル、南北約39キロメートル）で、そのうち約8割が白山国立公園等を含
む森林であるほか、岐阜県境に連なる山々に源を発して庄川や小矢部川の急流
河川が北流するなど、豊かな自然に恵まれています。

北部は砺波市と小矢部市、東部は富山市、西部は石川県金沢市と白山市、南
部は1,000メートルから1,800メートル級の山岳を経て岐阜県飛騨市や白川村と隣
接しており、市北部の平野部では、水田地帯の中に美しい「散居村」の風景が広
がり、独特の集落景観を形成しています。

2



人口

住民基本台帳人口：５３，０７４人
うち外国人数： ６７１人

人 口

１７，７５１世帯世帯数

面 積 ６６８．８６ｋ㎡（琵琶湖とほぼ同じ）

●高齢化率（６５歳以上）：３４．１％

●産業別就業者割合 第１次産業： ６．７％
（H22国勢調査） 第２次産業：３８．７％

第３次産業：５４．６％

●製造品出荷額等：２３１９億円（H24工業統計）

●年間商品販売額： ４８６億円（H24経済センサス）

（H28.1.31現在）

その他

南砺市の概要南砺市の概要
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４町４村の合併

２００４年１１月１日合併
（平成１６年１１月１日）

人口
①城端町 ９６５９人
②平村 １３１５人
③上平村 ９５５人
④利賀村 １００３人
⑤井波町 ９９６５人
⑥井口村 １３２３人
⑦福野町 １４５４０人
⑧福光町 ２００４１人

富山県南砺市



富山県

南砺市



五箇山（相倉・菅沼）の合掌造り集落
世界遺産1995年12月～
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南砺市の風景・散居村
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散居村



演劇の聖地 利賀 ワールドミュージック

井波彫刻

五箇山民謡



「全ての人が笑顔で暮らせる幸せなまち南砺」
をみんなで創ること

そして、何があっても。何が起こっても。
それを持続できるまちを！

私の仕事は？



公約
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南砺のまちづくり

山間過疎地域振興条例 中小企業・小規模事業者振興基本条例

地方創生

都会化しないまち

健全な市政運営・財政運営（公共施設の再編）健全な市政運営・財政運営（公共施設の再編）

安全・安心・市民主体の協働のまちづくり安全・安心・市民主体の協働のまちづくり

まちづくり基本条例（情報共有・市民主体・協働）

地方創生事業（人口ビジョン・総合戦略）地方創生事業（人口ビジョン・総合戦略）

次期総合計画

基盤

基礎

地方創生キーワード

交流観光まちづくり

雇用創出
移住・定住促進事業

農業と地産地消

空き家対策
ICT

伝統工芸などモノづくり

三世代同居促進事業

有るモノ磨き

強みをとことん、課題をチャンスに変える行動力
ヒトづくり
量から質へのギヤチェンジ
土地と文化を守る
場所の持つ価値を高める懐かしい未来の創造
ストックの再生 言い訳はしない

エコビレッジ構想（新しいライフスタイルの提案）エコビレッジ構想（新しいライフスタイルの提案）

ヒト
自然
伝統
歴史
文化
食

ヒト
自然
伝統
歴史
文化
食

事業 予算 施策事業 予算 施策儲かる仕組み儲かる仕組み 市民幸福度・満足度の向上市民幸福度・満足度の向上

地域の個性を核に自立へ（石破大臣）

地方は自ら稼ぐ力を身につけ、
中央に頼らず自立していく。

「産官学金労言」連携「産官学金労言」連携
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２０１５．７．２２「結い・土徳」大黒柱

柱

梁

屋根
起業家支援

地域内経済循環

私たちは次代に何を残すのか？

ラストチャンス
地方に人材を集める
プランナーよりプレイヤー

市民がどんな街を望むのか？
総力戦で考える

従来の取り組みの延長線上で
はない次元の異なる大胆な政策

地域デザイン
地域経営

地域で稼ぐ



先ずは「不」をとる！



私が大好きな利賀村上畠 生まれ育った場所

超過疎の山間地生まれ。
２２年間父は要介護２→５へ
自助・互助・共助・公助・近所を実体験

私自身母と家族で父を自宅で介護を



安心感

１、利賀の生活における必須要素の関連図

助け合いが習慣化

＊都会のストレス
自由だけど孤独＝不安 自然環境との

共存生活が前提

人付き合いの中に
生活がある

人間関係ストレス
不自由さ

精神的健康

健康でなくては
やっていけないという
高い健康意識

生活そのものは健康

身体的健康

自分一人では
生きていけない

見守り
安心感
ハレノ日

見張り
長い寄り合い

気が合わない人もいる

健康でなくては生活が成り立たない

自分が健康でなくなったら
周りに迷惑がかかる

そもそも健康を損なうことを
想定していない

社会関係資本（ソーシャルキャピタル）



社会関係資本 ソーシャルキャピタル（Social Capital）

社会関係資本とは、他の人に対して抱く「信頼」や、持ちつ持た
れつ、「お互いさまの支え合い」などの言葉で表現される「互酬
性（ごしゅうせい）の規範」、そして人々の間の絆である「ネット
ワーク」のことを指す言葉です。市場では評価されにくい「集団
としての協調性」を生み出します。

「お互い様の支え合い」

このように、社会関係資本とは、複数の個人からなるコミュニテ
ィの中で成立するものです。犯罪率をはじめとする地域の安定
や、教育水準、健康、福祉などとも関係していると考えられてい
ます。



【南砺市エコビレッジ構想】
自然と共生し、環境への負担が少ない暮らしを
営む共同社会 「お互いさまの支え合い社会」

地域の自給率と自立度を高め、安心して暮らせる
持続可能な社会の構築を目指す

17



18

地域の自立地域資源（人、物、文化、お金）の、
地域内の循環と地域外との交流

自然と共生し、人と人が支え合いながら
目に見えない豊かさが実感できる
「新しい暮らし方」が必要

人口減少

気候変動

経済優先社会
への不安

少子高齢化 人間関係の希薄化

災害時対応

なぜ今、エコビレッジ構想なのか

これらの解決するには

「新しい暮らし方」の実現には



【基本方針】

エコビレッジの普及

情報発信
機能の強化

ＥＶ交通
システム

エネルギーの
自給率向上

森育て
ネットワーク

伝統文化の
継承拠点づくり

循環型農業
の推進

生ゴミ堆肥化
システム

ヘルスケア
ネットワーク

交流とにぎわい
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「南砺市エコビレッジ構想」 Ｈ25.3策定

【基本理念】小さな循環による地域デザイン

①再生可能エネルギーよる地域内エネルギーの自給と技術の育成

②農林業の再生と商工観光業との連携

③健康医療･介護福祉の充実と連携（地域包括医療ケア）

④未来を創る教育･次世代の育成

⑤ソーシャルビジネス・コミュニティビジネスによるエコビレッジの推進

⑥森や里山の活用と懐かしい暮らし方の再評価による集落の活性化



私たちの確かで豊かな未来は懐かしい過去にある。

家族の絆の再構築
地域コミュニティーの再構築

「結い」と「合力（コーリャク）」で昔ながらの新しい社会関係の構築

自助。互助。共助。公助の確立



第１回開催 平成22年９日21日（火）
南砺市介護福祉支援センター会議室

南砺中央病院

南砺市民病院
地域包括医療・ケア局

介護福祉センター

訪問看護ステーション

民生部

地域包括支援センター

地域包括医療・ケア ワーキング会議

公助；福祉・行政サービス

医療・介護等の課題分析と解決策策定、連携構築



平成２１年１０月；第1期開講：約50名
医師５名、看護師/保健師１０名、福祉職１０名、
診療技術職５名、事務職５名、
住民１５名（婦人会10名、女性議員5名）
平成２６年度の６期までで２６０名養成

平成２１年１０月；第1期開講：約50名
医師５名、看護師/保健師１０名、福祉職１０名、
診療技術職５名、事務職５名、
住民１５名（婦人会10名、女性議員5名）
平成２６年度の６期までで２６０名養成

地域医療・地域活性化
マイスター養成講座

田
中
南
砺
市
長

互助；人・地域作り

富
山
大
学
総
合
診
療
部
山
城
教
授



介護保険推進全国サミットinなんとの開催

開催市からのﾒｯｾｰｼﾞ 平成25年11月18日

多職種連携で結ぶ家族の絆と地域の絆
～一人ひとりの人生を支える地域包括医療・ケア～

多職種連携で結ぶ家族の絆と地域の絆
～一人ひとりの人生を支える地域包括医療・ケア～





南砺市訪問看護ステーション
平成12年～平成24年の
在宅看取り数（人）の推移

平成25年10月16日 北日本新聞平成25年10月16日 北日本新聞



平成26年11月23日 北日本新聞記事

南砺市
におけ
る規範
の統合

田中市
長の街
づくり宣
言

一人暮らしの認知症の方が笑顔で暮らせるまちづくり



平成27年1月30日
北日本新聞掲載
小中学生へ認知症サ
ポーター養成講座

南砺市教育委員会・小中学校校長会等との連携



平成２８年１月１９日 北日本新聞



【介護サービス事業者】
【 行 政 】

・高齢者福祉事業
・生活保護

・ケアネット事業など

地域住民の参加

今までの介護保険の考え方

生活支援サービス

「できないこと」を補うサービス（家事代行・安易な福用具の利用など）

通所型サービス

訪問型サービス

介護予防サービス

介護予防事業

権 利 擁 護

認 知 症 支 援

65歳以上の
高齢者の社
会保障費は
生産年齢人
口(20～64歳)
に対して重い
負担となって
いく。

・見守り
・声かけ

高齢者
要支援・要介護

【 病 院 】

受診



地域住民の参加

新しい介護保険（支援）の考え方

生活支援サービス

生活支援の担い手
としての社会参加

○現役時代の能力を活かした活動
○興味関心がある活動
○新たにチャレンジする活動

・一般就労、起業
・趣味活動
・健康づくり活動、地域活動
・介護、福祉以外の
ボランティア活動 等

○ニーズに合った多様なサービス種別

○住民主体、NPO、民間企業等多様な

主体によるサービス提供

・地域サロンの開催

・見守り、安否確認

・外出支援

・買い物、調理、掃除などの家事支援 等

バックアップ

市町村を核とした支援体制の充実・強化

地域（協議体）での話し合い
課題共有

・ケアネット事業

「できること」を引き出すサービス

・その人の意欲や能力を引き出す目標
指向型のサービス提供

・｢結｣で気軽に助け合える地域づくり



○

共助

医療 介護

■病院
■訪問診療
■かかりつけ医
■訪問看護

■在宅医療・介
護連携支援セ
ンター

・自らの健康管理
（セルフケア）

・市場サービス利用

・生きがいを持つ

・生活支援サービス
の担い手になる

・他人に援助を頼む

自助

住まい

●興味・関
心チェック
シート

●基本
チェック
リスト(25
項目)

通所
入所

通院
入院 サービス

調整

南砺市型養生訓

・高齢者
福祉事業

・生活保護

・人権擁護

・虐待対策

・認知症
集中支援

◆ケアマネジャー
（居宅介護支援事業所）

・ケアプランの作成
・評価、モニタリング
◆社会福祉協議会

・ケアネット事業
・ふくし総合相談事業
・日常生活自立支援事業
◆地域包括支援センター

・ケアマネジメント
・介護予防事業
・地域ケア会議
・成年後見制度

公助

統合するケア

南砺市が目指す「地域包括ケア」の姿

■在宅サービス
■地域密着型

サービス
■施設サービス

地域の助け合い互助



互助

地 域 の 助 け 合 い
★地域での「協議体」の設置（地域を基盤とするケアの構築）
・自治振興会、地区社協、民生児童委員、公民館、ケアネット、ＮＰＯ、
老人クラブ、ボランティア団体、農協、民間企業、食生活改善推進員etc.

★地域の方針・視点・価値観・文化の共有（規範的統合）
・地域住民の自立支援に向けた地域の基本方針を定め、その方針を地域
住民全員で共有し、地域の資源を統合していくことが重要である。
・高齢者支援に向けた話し合い、認知症サポーター養成講座の開催etc.

★地域での人づくり（人材育成）
・地域医療・地域活性化マイスター養成講座
・南砺の地域包括医療・ケアを守り育てる会 ・介護職員初任者研修etc.

生活支援・介護予防

地域づくり

介護予防・日常生活支援総合事業

▼通所型サービスＢ（住民主体）
・サロン型ミニディサービス

▼訪問型サービスＢ（住民主体）
・掃除 ・洗濯 ・ベッドメイク
・衣類整理補修 ・調理、配下膳

▼生活支援サービス（多様な主体）
・配食 ・見守り

▲一般介護予防事業
・交流サロン

▲ケアネット事業
・見守り、安否確認
・買物、除雪etc.

事業（ﾁｪｯｸﾘｽﾄ）該当者

一般高齢者



確かな未来 それは懐かしい過去

戦後の持続的な経済成長と人口増はもう過去

成長と共に忘れてしまった。壊れてしまったモノをもう一度思い出し。
活かしていく。

自助・互助（近所）➖➖＞公助依存

今までの仕組みを変えなきゃならない！

四つの助け合い

自助・互助・共助・公助

病院・施設 家庭・地域へ



介護が必要なヒト
治療が必要なヒト
助けが必要なヒト

真ん中にいなくちゃダメ！

市長や専門職、地域の皆さんはサポーター



「地域包括医療・ケア」とは？
南砺市版

「誰もが地域で安心して自分らしく暮らし続けられる南砺市」

医療・福祉・介護・保健、そして地域のみなさんの全体
が有機的に連携して支えあうことが重要！

これは！まちづくりなんだ！

決意１：南砺を創り上げて来られた高齢者を不幸にしない。

公約１：市民幸福度・市民満足度を高める。
公約２：市民と行政が協働でまちづくりを。

決意２：介護が必要な高齢者を支える家族も犠牲にしない。
決意３：医療・保健・福祉介護や行政、住民で幸せのまちづくり





地域包括ケアによる５つのまちづくり規範 平成26年11月

１、幸せに生涯を過ごせる協働のまちづくり。

２、健康寿命を伸ばし、互いに支え合い、独居・老々世

帯も安心して暮らせるまちづくり。
３、地域包括医療・ケア（地域包括ケア）で家族の絆と

地域の絆を結ぶまちづくり。

４、介護が必要になっても、家族と共に安心して暮ら

せ、自宅で穏やかな死が迎えられるまちづくり。

５、一人暮らしの認知症の方が笑顔で暮らせるまちづく

り。



いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３
０分以内に必要なサービスが提供され
る日常生活圏域（具体的には中学校
区）を単位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護） 等

・自宅

・サービス付き高齢者向け住宅
等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設

・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療

介護が必要になったら･･･

在宅介護 施設介護

■介護予防サービス

「そこそこ良い人生だった」と住民が思える南砺市を
地域包括ケアシステム（南砺市を丸ごと支え合う仕組み）で構築

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年に、重度な要介護状態となっても、住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを貫徹できるよう、地域包括ケアシステムを構築する。
○ 南砺市は、75歳以上の増加は緩やかだが、総人口が急速に減少し、認知症高齢者の増加が
見込まれる。

生活に困ったら･･･

相談・支援

△
△

△
○

○◎
統合ケア

地域を基盤
とするケア





南砺市の５つのまちづくり規範 平成26年11月
平成２８年度以降、重点的に取組む「まちづくり」

２、健康寿命を伸ばし、互いに支え合い、独居・老々世帯も
安心して暮らせるまちづくり。
・地域を基盤とするケア（自助・互助）；生活支援と介護予防

５、一人暮らしの認知症の方が笑顔で暮らせるまちづくり。
・統合ケア（共助・公助）；２４時間型在宅支援体制



住民が望む暮らしの場と暮らしへ、養生（自助）を育

み、地域での見守りや生活支援（互助）を充実し、自立を
支援する。

住民や全ての関係者が現状と課題を知り、支え合える
地域づくりに向け、「知恵を出し・汗をかく」ことで、自分
も元気になり、暮らしやすく暮らす価値のある地域にな
る。

「地域を基盤とするケア」
意味と構築への取組み



介護保険認定率の推移
富山県南砺市 長崎県佐々町 国全体

％

南砺市

佐々町

国全体



地域住民の意識や行動の課題

１）「世話になる」ことを「迷惑を掛ける」

２）頼まないし、感謝も上手に伝えれない

３）元気高齢者に役割が少なく、

超高齢者は家に閉じ籠りがち

４）家族介護に戸惑いがある

５）個人情報の壁もあり、支援しにくい

６）これ以上、何をやらされるのか



家族の絆の再構築へ

１）家族の絆が構築しやすい条件
①要介護になる前の良好な家族関係
②「地域を基盤とするケア」と「統合するケア」
両者が地域に存在する。

２）家族の絆の構築
家族介護は義務であるが、介護する家族に
犠牲を強いず、できる事をできる範囲で行い、
足りない所は社会が支援し、要介護者の感謝
で完成する。



支え合いは「お願いします」から

近隣住民の思いと行動を変えよう
・日頃からの良い関係性こそ大切との認識を共有
・お互い様の思いと前向きな態度での活動
「情けは人の為ならず」「地域づくりは介護予防」

地域リーダーの思いと行動を変えよう
・地域の家を訪問し、状況把握と要望を確認
・頼みやすい雰囲気で必要な支援をコーディネート
・支援は地域住民や専門職との連携で提供

インクルージョン



地域の高齢者

病院
診療所

訪問看護
ステーション

居宅介護
支援事業所

～医療・介護・福祉・包括・行政が
有機的に連携して住民を支援～

・訪問診療を支える訪問看護
・24時間定期巡回サービス
・認知症集中支援チーム
・包括医療・ケアワーキング会議

訪問介護
・通所介護な
どの事業所

自治会・自治振興会

民生委員

地域のサロン活動

地区社協・ｹｱﾈｯﾄ

老人クラブ

配食事業者

ボランティア

NPO法人

ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ

【医療、介護、生活支援関係者と行政が連携して住民の暮らしを守る】
（自助・互助・共助・公助の支え合い）

地域と専門職の連携

（地区担当専門員）

(地域ｹｱ推進会議)

南砺市型「地域包括ケアシステム」の姿

医師 （主任）介護支援専門員

訪問看護師 介護福祉士
ホームヘルパー等

地域包括
支援センター

主任介護支援専門員
保健師
社会福祉士

社会福祉
協議会

社会福祉士等

特別養
護老人ホ
ームなど
の施設 ふくし総合相談（地域福祉

サポーター）

生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

医療 介護・福祉 生活支援

理学療法士等

理学療法士等

・地域医療・地域活性化マイスター養成講座
・南砺の地域包括医療・ケアを守り育てる会

住民への啓発

地域を基盤とするケア



７５歳の民宿経営者 利賀村坂上区長



難題の無い人生 無難な人生
難題の有る人生 有難い人生

筆談のホステス 斎藤里恵さん
東京都北区議



32富山県 南砺市

ご清聴ありがとうございました。


